
   

 

 

 

 

 

 

３学期は５３日 
１月８日（水）の始業式では、学年の代表者が

３学期にがんばることを発表しました。（右写真） 

「なわとび大会に向けてがんばる」「漢字練習を

がんばる」「苦手な算数をがんばる」「無言膝つき

清掃が時間いっぱいできるようにがんばる」「し

っかりと返事できるようにがんばる」など、たく

さんの『がんばる』を発表してもらいました。３学期の授業日は５３日（学年差があります）。あ

っという間に卒業・進級の時期を迎えることになると思います。一日一日を大切に学年のまとめを

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月の生活目標を「相手の話をしっかり聞こう」と設定して取り組んでいます。話をしようとし

ても、相手がこちらの話を聞く態度になっていないと、話しづらい

ものです。まず、よき聞き手を育てることが、よき話し手を育てるこ

とになります。相手の話をしっかり聞くことは、相手への思いやり

でもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陣見山 
夢と笑顔と「ありがとう」が 

あふれる松久小学校 

令和２年 １月２０日 

第 １８ 号 

【３学期の主な行事等】          ・２月２８日（金）学校公開日 学校評議員会 

・１月２７日（月）入学説明会                ６年生を送る会 

・２月 ５日（水）授業参観４～６年    ・３月 ２日（月）通学班編成          

・２月１４日（金）授業参観１～３年    ・３月１７日（火）～１９日（木） 

・２月１５日（土）PTA家庭教育学級             スプリングスクール             

・２月１８日（火）ありがとう集会     ・３月２３日（月）６年修了式 

・２月２７日（木）PTA現・新役員会     ・３月２４日（火）卒業証書授与式３～６年 

                     ・３月２６日（木）修了式 

                              

＜聞き方名人＞ 

（あ）相槌を打って 

（い）言いたいことを考えて 

（う）うなずきながら 

（え）笑顔で 

（お）終わりまで  

＜話し方名人＞ 

（あ）相手を見て 

（い）言いたいことを考えて 

（う）うんと口を開けて 

（え）笑顔で 

（お）大きな声で 



学校給食週間 

 学校給食は明治２２年、山形県鶴岡町の忠愛小学校

で、弁当を持ってこられない子供たちのために始まり

ました。それ以来、各地に広がっていきましたが、昭

和１８年頃になると、戦争が激しくなったため食料が

不足して、給食も中止となりました。昭和２０年８月 

に戦争が終わり、昭和２１年１２月２４日より学校給 

食が再開されました。これを記念して１月２４日から１月３０日が学校給食週間となりました。 

（１２月２４日は冬休みが始まるため、１か月遅れとなったようです。） 

 子供たちの食生活を取り巻く環境が大きく変化し、偏った栄養摂取、肥満傾向など健康状態につ

いて懸念される点が多くみられる今日、学校給食は、子供たちが食に関する正しい知識と望ましい

食習慣を身に付けるために重要な役割を果たしています。 

 

給食ありがとう集会  

１月１５日（水）、給食調理員さん３名に感謝の気持ちを表す「給食あり

がとう集会」を行いました。この会は、児童の給食委員会が中心となり企

画・運営等にあたりました。給食委員の児童が劇を演じたり、調理員さんへ感謝の手紙の朗読と花

束の贈呈を行ったりすることで、

「ありがとう」の気持ちを伝えま

した。 

CRT検査 
学校では、日々の授業をとおして様々な評価が行われています。評価の目的は「子供たちの持っ

ている力をより伸ばすため」であり、教師にとっては「自らの授業力や指導力を向上させる」こと

にあります。１月１６日には CRT（教研式標準学力検査）を実施しました。CRTは、その学年で

身に付けてほしい力がどの程度身に付けられたかを客観的にとらえる検査です。（美里町内全小学

校 全学年で実施） 

テストや検査となると、点数等の数値が気になるところです。しかし、数値という『結果』ばか

りに目を向けるのではなく、結果に至るまでの『過程』に目を向けていく必要があります。どんな

学習方法で、どれだけがんばったのか等、教師も児童もさらに伸びるための『振り返りの材料』に

なればと思います。 

最初の学校給食（明治２２年） 

おにぎり・塩鮭・菜の漬物 

学校ファームで育てたサツマイモを給食で食べました 縦割りグループで食べるスマイル給食 


